
奥州藤原氏の資金源 金と馬

◆一関出張所管内を流れる東北地方で一番大きい北上川は、平泉文化が栄えた背景に深く関わっていたことをシリーズ化してご紹介しています。
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奈良で東大寺の大仏が造られていた頃（745年制作開始～752年完成）、朝廷が探

し求めていた待望の金が、日本で初めて陸奥国で産出されました。

日本初の金の産出以来、陸奥国の歴史は常に金と共にありました。平安時代の陸奥国

は、国内で有数の金産出国で、奥州藤原氏はこの豊富な金で大きな力と富を得ました。

みちのくは、優れた馬の産地でもありました。馬は当時の戦いで重要な役割を担って

おり、朝廷をはじめ、各地の武士たちもみちのくの馬が優秀だとわかると、その馬を手

に入れようとしました。

奥州藤原氏は、金と馬を朝廷に献ずることで、長期間にわたってみちのくを、朝廷に

干渉されない『半独立国』のように支配しました。金と馬は、藤原氏の経済力のみなら

ず、政治力も支えていたのです。

京都への産物

さらに、蝦夷ヶ島（現在の北海道）との交易で手に入れた、耐水性があり馬具などに使われた、アザラシの

皮も、平泉経由で京都に運ばれました。
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特に、糠部（現在の

青森県東部から岩手

県北部）の足のはや

い馬が有名でした。

弓矢に使われたり、武官
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びることになっていたた

め、需要がありました。
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二代基衡は、毛越寺の仏像の制作を、京都の

仏師に依頼しました。その報酬として、砂金

100両、駿馬50頭、鷲の羽100尻、アザラシ

の皮60余枚、絹、山海珍味を贈ったそうです。

さらに特別報酬として、生美絹を船三膄で贈っ

たところ、仏師は嬉しさのあまり冗談まじりに

「生美絹より、練絹が欲しかった」と言い、そ

れを聞いた基衡は、新たに練絹を船三艘に積ん

で贈ったと伝えられています。
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一関遊水地内も、稲穂の頭がたれて薄らと金色に色づき始めました。残暑が厳しい日が続きましたが、着々
と秋に近づいています♪この先、季節の変わり目は体調を崩しやすくなりますので、気をつけましょう✿(や)

毛越寺
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